
　
岡
山
県
立
入
（
総
社
市
隆
志
は
今
年
、
１

９
９
３
年
４
月
の
開
学
か
ら
2
0
周
年
を
迎
え

た
。
旧
県
立
短
大
を
母
体
に
、
保
健
福
祉
、
情

報
工
、
デ
ザ
イ
ン
の
３
学
部
と
大
学
院
を
設

置
。
自
治
体
や
企
業
と
連
携
し
つ
つ
、
地
域
貢

¬

献
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
見
据
え
た
人
材
の
育

成
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
２
目
に
は
同
大
で
記

念
式
典
が
あ
り
、
地
域
の
「
知
の
拠
点
」
を
目

指
し
て
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
森
元
俊
一
朗
）

知
の
拠
点
」
へ
飛
躍
を

　
古
代
山
城
・
鬼
ノ
城
を
仰
ぐ
田
大
事
務
局
は
「
時
代
の
要
請
だ
っ

園
地
帯
に
広
が
る
県
立
大
の
キ
ャ
た
」
と
い
う
。

ン
パ
ス
。
３
学
部
と
大
学
院
に
約

１
８
６
０
入
が
在
籍
す
る
・
　
　
　
　

シ
ン
ク
タ
ン
ク

　
開
学
前
は
、
総
社
市
を
は
じ
め
、
　
推
薦
入
試
枠
を
設
け
て
い
る
こ

吉
備
高
原
都
市
を
擁
す
る
旧
賀
陽
と
も
あ
っ
て
学
生
の
半
数
は
県
出

・
加
茂
川
町
、
岡
山
市
（
西
大
寺
身
者
。
就
職
先
も
約
５
割
を
県
内

地
区
）
な
ど
が
誘
致
合
戦
を
展
開
。
が
占
め
、
名
実
と
も
に
地
域
に
根

緑
豊
か
で
文
化
的
な
風
土
や
交
通
差
し
た
大
学
で
あ
る
こ
と
が
う
か

の
利
便
性
、
地
元
の
熱
意
が
決
め
が
え
る
。

手
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
　
　
　
　
そ
れ
だ
け
に
、
教
育
研
究
と
並

　
総
社
商
工
会
議
所
の
清
水
男
会
ん
で
力
を
入
れ
る
の
が
地
域
へ
の

頭
（

6
1
）
は
当
時
、
総
社
青
年
会
議
貢
献
だ
汐

所
理
事
長
と
し
て
署
名
運
動
を
率
　
市
民
参
加
型
映
画
「
鬼
の
城
」

先
。
「
地
域
の
発
信
力
を
高
め
る
た
を
製
作
す
る
総
社
市
の
官
民
プ
ロ

め
、
何
と
し
て
も
誘
致
し
た
か
っ
ジ
ェ
ク
ト
に
泰
恵
し
、
県
内
の
ス

た
」
と
振
り
返
る
。
　
　
　
　
　
　
－
パ
ー
と
共
同
で
弁
当
商
品
を
開

　
保
健
福
祉
、
情
報
工
、
デ
ザ
イ
発
。
学
生
に
と
っ
て
も
、
学
ん
だ

ン
の
３
学
部
構
成
は
、
有
識
者
委
知
識
や
技
術
を
実
社
会
で
試
す
機

具
会
の
答
申
を
受
け
て
県
が
決
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定
。
背
景
に
は
、
高
齢
化
や
情
報

化
、
潤
い
あ
る
生
活
文
化
に
対
す

¥
　
S
e
‘
2
1
j
x
3
i
.
v
‘
Q
1
4
;
Z
r
5
ィ
４
ｙ
ｒ

‐
Ｍ
Ｒ
Ｍ
ｔ
￥
１

る
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
か
お
り
、
同
に
力
を
注
ぐ

開
学
2
0
周
年
を
迎
え
た
岡
山
県
立
大
。

地
域
貢
献
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成

会
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
年
９
月
に
は
、
総
社
市
、
国
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地域に根差し信頼築………く･
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
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宋
部
・
岡
山
市
）
と
の
聞
で
、

地
震
や
豪
雨
災
害
の
被
災
地
を
連

財
政
難
も
影
を
落
と
す
。

　
２
０
０
７
年
度
犯
公
立
大
学

法
人
に
衣
替
え
し
た
の
も
、
競

携
し
て
支
援
す
る
３
者
協
定
も
結
争
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
遅

ん
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
営
の
自
主
性
を
高
め
、
迅
速
な

　
総
社
市
の
片
岡
聡
一
市
長
は
意
思
決
定
を
可
能
に
す
る
狙
い

　
「
県
立
大
は
総
社
の
シ
ン
ク
タ
ン
が
あ
っ
た
。
教
員
研
修
を
充
実

ク
と
も
い
え
る
存
在
。
自
治
体
に
さ
せ
て
外
部
研
究
資
金
の
獲
得

欠
け
て
い
る
学
術
、
マ
ン
パ
ヴ
ー
を
促
し
、
企
業
と
の
共
同
研
究

を
持
っ
て
い
る
」
と
期
待
を
寄
せ
仲
介
組
織
も
強
化
す
る
な
ど

る
。
同
大
２
期
生
で
、
映
画
「
鬼
の
対
応
策
を
打
ち
出
し
て
き

の
域
」
の
製
作
に
携
わ
っ
た
デ
ザ
た
。

イ
ン
学
部
の
斎
藤
美
絵
子
講
師
　
今
春
に
は
９
年
ぶ
り
に
ト
ッ

（
3
8
）
は
「
2
0
年
か
け
て
地
域
と
つ
プ
が
交
代
し
、
辻
英
明
氏
（
6
6
）

な
が
り
を
深
め
、
信
用
を
築
く
こ
が
理
事
長
兼
学
長
に
就
任
。
教

と
が
で
き
た
の
で
は
」
と
話
す
。
養
教
育
の
充
実
に
加
え
、
語
学

　
大
学
間
競
争
は
激
化

　
た
だ
、
大
学
経
営
の
厳
し
さ
は

同
大
も
例
外
で
は
な
い
。
少
子
化

か
進
む
一
方
で
全
国
で
大
学
新
設

の
動
き
は
続
き
、
競
争
が
激
化
。

収
入
の
多
く
を
縦
っ
て
い
る
県
の

　レ岡山県立大の歩み

1989年……j凧力ち賎立大の建設地を

総社市窪木に決定

93年　県立大開学｡保健福祉、

　　　　情報工、デザイン学部

　　　　‥と短期大学部設置

　97年　大学院保健福祉学研究

　　　科、大学院情報系工学
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98年　大学院デザイン学研究

　　　　科設置　∧

2005年　地城共同研究機構設置

　07年　短期大学部廃止。公立

　　　　大咤芦i去人に夥;1？

・
異
文
化
理
解
力
の
向
上
を
は

じ
め
と
す
る
国
際
化
へ
の
対
応

を
掲
げ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
刷

新
や
海
外
大
学
と
の
交
流
拡
大

を
模
索
す
る
。

　
先
行
き
不
透
明
な
時
代
に
あ

っ
て
、
自
ら
議
題
を
見
つ
け
、

解
決
す
る
力
を
備
え
た
人
材
を

地
域
に
送
り
出
せ
る
か
Ｉ
。
大

学
関
係
者
に
は
2
0
周
年
の
祝
福

ム
ー
ド
ば
か
り
で
な
く
、
正
念

場
と
の
危
機
感
が
漂
う
。

　
辻
学
長
は
「
県
立
大
は
県
民

と
と
も
に
あ
る
。
も
っ
と
地
域

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
大
学
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

強
談
す
る
。
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